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高校物理の授業で「重力加速度の値は 9.8 m/s2」と学習します。し

かし、この値は概数であり、 絶対重力計を使うと約10桁の精度で

重力値を測定できます。また、重力値を連続観測したり複数点で

観測することにより、重力値の時空間変化を把握することができま

す。重力値は質量分布の空間積分によって表現できるので、重力

の時空間変化を観測することで、質量分布やその時間変化を捉

えることができるのです。 私は大学院在籍時以降、これまで絶対

重力計による重力観測をいくつかの場所で実施してきまし た。火

山活動（浅間山・桜島）や後氷期地殻変動（アラスカ・南極）に伴う

重力変化の検出が主な目的でしたが、「重力観測はあらゆる質量

分布変化が見える」という性質上、地下水流動や降雪に伴う重力

擾乱が無視できないことが分かりました。本発表では、これら陸水

起源の重力擾乱 を補正する方法や、擾乱補正後に得られた重力

変化の物理的解釈について説明します。
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絶対重力観測で質量の動きを診るを


